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意 見 書 

 

 

 紫波町管理型浄化槽整備事業の推進に当たり、紫波町ＰＦＩ事業審査委員会によ

るモニタリング調査結果に対して、次のように意見を付して報告します。 

 

意  見 

 紫波町管理型浄化槽整備事業は、事業開始から７年経過したが、浄化槽の設置基

数は当初の計画目標基数を下回っている。町は、浄化槽の設置基数を更に伸ばすた

めの新たな手法を検討し、引き続き浄化槽の普及拡大が図られるよう努めること。 

 



付帯意見 

改善項目 意          見 

事業推進に

関する事項 

事業開始して７年が経過し、浄化槽設置目標基数と設置基数との

乖離が生じている。町は、浄化槽の設置を推進するための新たな補

助制度の導入を検討しつつ、適正な計画目標に基づき事業を実施し

ていただきたい。 

住民サービ

ス向上に関

する事項 

アンケート調査によると、浄化槽工事及び浄化槽維持管理の説明

については住民から一定の評価が得られているようである。ただし、

一部説明が不足しているという意見も散見される。町及び紫波ＰＦ

Ｉ浄化槽整備株式会社は、浄化槽の工事及び浄化槽維持管理内容に

ついて住民への十分な説明に努めていただきたい。 

維持管理に

関する事項 

法定検査結果において、未だ不適正とされる浄化槽は１件も出て

いないものの、設置年数が経るにつれ水質が低下傾向にあることが

うかがわれる。紫波ＰＦＩ浄化槽整備株式会社は、日頃の維持管理

業務においてさらなる水質適正化を図るとともに、浄化槽使用者で

ある住民に対し、正しい使用方法について町と共同しながら再度周

知を図っていただきたい。 

 


